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EIF2S2

EIF2S2; EIF2B; Eukaryotic translation initiation factor 2 subunit 2; Eukaryotic translation
initiation factor 2 subunit beta; elF-2-beta
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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物翻訳開始因子2サブユニットベータ(EIF2S2) Homo sapiens 真核生物翻訳開始因子2 (EIF-2) は、GTPおよび開始tRNAと三量体複合体を形成し、40Sリボソームサブユニットに結合して、タンパク質合成の初期段階で機能します。EIF-2は、アルファ、ベータ、ガンマの3つのサブユニットで構成され、この遺伝子によってコードされるタンパク質はベータサブユニットを表します。ベータサブユニットは、GDPからGTPへの交換を触媒し、これにより、EIF-2複合体は次の開始ラウンドにリサイクルされます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年10月]、機能：eIF-2は、GTPおよび開始tRNAと三量体複合体を形成することにより、タンパク質合成の初期段階で機能します。この複合体は40Sリボソームサブユニットに結合し、続いてmRNAに結合して43S開始前複合体を形成する。60Sリボソームサブユニットが結合して80S開始複合体を形成する前に、eIF-2に結合したGTPが加水分解され、eIF-2-GDP二元複合体が遊離する。eIF-2がリサイクルして次の開始反応を触媒するためには、eIF-2に結合したGDPがeIF-2Bによって触媒される反応によってGTPと交換される必要がある。,類似性：eIF-2-beta/eIF-5ファミリーに属する。,サブユニット：α鎖、β鎖、γ鎖からなるヘテロ三量体。少なくともCUGBP1、CALR、CALR3、EIF2S1、EIF2S2、HSP90B1、およびHSPA5から構成されるEIF2複合体の構成要素。,
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	EIF2S2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

